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（２０９）米国の牛群乳検データが示す体細胞数（ＳＣＣ） 

 

  全米乳房炎協議会が１９９５年から２００８年までの体細胞数の経過を最新の乳房炎トピ

ックス(2009年5-6月)で公表しましたので簡単に下記の表１と表２で１９９８年、２００３年、

２００８年を選んでご紹介しましょう。同様のデータは米国農務省農業研究サービスのサイトで

も公表されています。 

 

  表１の頭数で示すように米国の酪農の牛群当り平均頭数は６０．８頭から１３１．７頭とな

り過去１０年間で確実に増大しています。また、１頭当たり産乳量も６６．８ポンド（３０．３

キロ）から７１．７ポンド（３２．６キロ）に増えています。平均体細胞数は３１８，０００個

から２６２，０００個に減少しており搾乳手順、衛生管理、潜在性乳房炎などへの改善努力が実

ってきているのが判ります。米国の牛群の約半数（４７％）が乳量検定（ＤＨＩ）に参加してお

り、参加している牛群の大部分（９４％）が体細胞数検定（ＳＣＣ）を受けています。 

 

  表２は表１と同じ１０年で捉えていますが、牛群検定日での体細胞数が７５万個以上だった

牛群の割合が４．５％、５．６％、３．４％となっています。同様に６０万個以上だった牛群の

割合が１０．１％、１１．２％、７．１％となっています。また、５０万個以上だった牛群の割

合は１７．８％、１８．４％、１２．５％で、４０万個以上だった牛群の割合は３０．３％、３

０．４％、２２．４％となっています。表１と同様に米国の牛群の約半数（４７％）が乳量検定

（ＤＨＩ）に参加しており、参加している牛群の大部分（９４％）が体細胞数検定（ＳＣＣ）を

受けています。  

 

 表１：米国の牛群乳検データが示す体細胞数  

 牛群当り頭数 

 

１頭当り平均 

産乳日量 

平均体細胞数 

ＳＣＣ 

年次 頭数 ポンド 体細胞数（1000 個）

１９９８ ６０．８ ６６．８ ３１８ 

２００３ ８０．５ ６９．６ ３１９ 

２００８ １３１．７ ７１．７ ２６２ 

注：米国の牛群の４７％が乳量検定（ＤＨＩ）に参加しており、 

その９４％が体細胞数検定（ＳＣＣ）を受けている。 

 

表２：米国の牛群乳検データが示す体細胞数 

 1
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 牛群検定日での体細胞数が下記より大きかった割合 

―――（％）―――  

年次 >750,000 >600,000 >500,000 >400,000 

１９９８ ４．５ １０．１ １７．８ ３０．３ 

２００３ ５．６ １１．２ １８．４ ３０．４ 

２００８ ３．４ ７．１ １２．５ ２２．４ 

注：米国の牛群の４７％が乳量検定（ＤＨＩ）に参加しており、 

その９４％が体細胞数検定（ＳＣＣ）を受けている。 

 

  余談ですが日本の乳検定データ、及び、体細胞数データは地域によっては米国全体の平均よ

りも優れている数値があるでしょう。永年、お手本にしてきた米国の酪農よりも優れていても、

そのことを手放しで喜ぶのことは薦められません。米国の膨大な地域をカバーする酪農、日本よ

りも現場での指導を徹底的に浸透させることが難しいという背景の中での改善です。日本でもデ

ータを維持しながら前進することが如何に難しいかは、これから表面化してきます。データを維

持するだけでも毎年、くだらないと思われるほど地道なことを怠らないでコツコツと繰り返し維

持する必要があります。中身は違うものの私などは日常の生活習慣を維持すること自体、大変に

難しいです（瀬良、2009）。 

   

 


